
信州大学・学術研究院教育学系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３６０１

若手研究

2023～2019

小学生，中学生，高校生が感じる学習の価値およびその形成要因

The Perceived Utility Value of Subject and Its Shaping Factors for Children

７０８２４９５２研究者番号：

三和　秀平（MIWA, SHUHEI）

研究期間：

１９Ｋ１４２５１

年 月 日現在  ６   ５ ２５

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，子どもが各教科に対して感じる価値を把握し，価値の形成にかかわる要
因を明らかにすることを目指した。子どもが学習に対して感じる価値は教科や学齢によって異なることが明らか
となった。具体的には，数学，国語，理科，社会に対する実践的利用価値は学年が向上するにつれて低下する
が，英語は中学校で価値の認知が高くなるなど異なる傾向が見られた。また，教科間の相関について，数学と国
語のような距離の遠い科目の興味の相関は学年が上がると低い値になるが，利用価値については学年が上がって
も中程度の相関を維持していた。また，利用価値を高めるための介入の効果により価値の向上につながる可能性
を示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to understand the utility value that children 
perceive for each subject and to clarify the factors affecting the shaping of that  value. It was 
found that the value that children perceive for learning differs depending on the subject and school
 age. Specifically, the practical utility value of mathematics, Japanese, science, and social 
studies decreased as the grade level increased, while the perceived value of English increased in 
junior high school. Regarding the correlation between subjects, the correlation of interest in 
far-distant subjects such as mathematics and Japanese became lower as the grade level increased, but
 the correlation of utility value remained moderate even as the grade increased. The results also 
indicated the possibility that the effectiveness of interventions to increase the utility value 
could lead to an increase in value.

研究分野：教育心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，各教科に対して子どもたちがどのように感じているのかをデータをもとに示した。近年では学習を
通して「何ができるようになるのか」を明確化することが重要視されているが，価値を理解しやすい/理解が難
しい科目を学年の違いにも着目しながら明らかにした。子どもの教科に対する考え方をデータとして示すこと
で，学習指導にも役立てることができる。また価値を高めるための介入の効果についても検証した。有用性を考
える介入を実践することで，子どもたちの動機づけの向上に寄与できると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
中央教育審議会（2016）が挙げている学習指導要領の改訂のポイントとして，知識の理解の質
を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」がある。この中で，「何ができるように
なるのか」を明確化することが重要視され，全ての教科等を，「①知識及び技能，②思考力，判
断力，表現力等，③学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理している。教師には，このよ
うな学習の意義を共有しながら，授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくこ
とが求められている。しかし，急速に社会が変化する現代において，実際に子どもたちが学ぶこ
とにどのような価値を感じているのかは十分に明らかではない。 
 近年では，教育心理学における学習動機づけ研究の文脈で，学習の価値を感じた動機づけが学
習者にポジティブな影響を与えることが示されている。例えば，自己決定理論（Deci & Ryan, 
2002）に基づいた研究では“将来に役立つから”などの項目を含む，学習内容に価値を感じ自律
的に学習に取り組む“同一化的調整”が，適切な学習行動や学校適応を予測することが示されて
いる（西村他, 2011）。また，課題価値理論（Eccles & Wigfield, 1985）に基づいた研究では課題
に関して価値を感じることは，学習への取り組みや持続，さらには「主体的・対話的で深い学び」
とも関連することが明らかになっている。このように，学習に対して価値を感じることは学習者
にとって重要であることが示されている。しかし，これらの研究は主に“役立つと思うか”等と
いった質問に対して得点をつけて評価させる質問紙調査で実施されており，具体的に学習者が
各教科にどのような価値を感じているのかは十分に考慮されていないため，どのような価値を
感じているのかという点をより掘り下げて検討する必要があるだろう。 
上記を踏まえ，今後様々な教育政策を進めるにあたって，まずは子どもたちの学習に対する考
え方やそのような考え方に影響する要因を整理する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，（１）子どもたちが各教科に感じる具体的な価値の内容について明らかにす
ること，（２）価値の形成に関わる要因について明らかにすること，（３）上記に関して，発達段
階や教科ごとの違いにも着目して検討することの 3点である。 
 本研究では，現代の子どもたちが感じている学習の価値について整理する。これまでも，学習
の価値に関する研究が行われてきたが，従来の研究は理数科教育に関する研究が中心であった
り，理論的な背景に乏しかったり，特定の発達段階のみを対象としたりするものが多かった。ま
た，近年では急速な社会の変化に伴い新たな職業が誕生したり，従来あった職業がなくなったり
している。このような社会の変化により，近年の子どもたちの学習に対する考え方は以前と異な
っていることが考えられる。そこで本研究では，多くの研究で参考とされている課題価値理論
（Eccles & Wigfield, 1985）を参考に，現代の子どもが感じる学習の価値を発達段階や教科によ
る違いも考慮して検討を行う。例えば，エリクソンの理論では青年期の課題として「同一性 vs 
同一性拡散」を挙げている。青年期は児童期とは異なり「自分は何がしたいのか」に悩み，学業
を自己実現と関連づけて考える。それに伴い，学業への考え方も変化していくだろう。また，近
年注目されている深い学びに関して，各教科の固有性や本質を視野に入れより質の高い学びを
目指すことが必要となっている。そのような，教科による違いも考慮する必要がある。 
 加えて，学習の価値を形成する過程には，親の教育方針や教師の働きかけ，夢や進路選択等の
学習者本人の経験が関連することが想定される。これまでの研究では子どもの感じる価値と各
変数（親や教師の要因）との相関的な関連を示したものはみられるが，時系列的な形成のプロセ
スに言及したものはみられない。本研究ではどのような要因が子どもの適応的な価値の形成に
影響するのか，どのような過程を通して価値を形成していくのかを発達段階ごとに，質的および
量的な側面からより詳細に検討する。そして，子どもの価値形成における有効な働きかけを考え
る。 
 
３．研究の方法 
（１）小学生，中学生，高校生を対象として，各教科（算数，国語，理科，社会，英語）を勉強
することで「日常や将来にどのように役立つと思うか」について自由記述で回答を求めた。 
（２）小学生，中学生，高校生を対象として，面接により教科へ感じる価値や価値を形成する要
因について尋ねた。 
（３）小学生，中学生，高校生を対象として，質問紙調査により教科への価値や形成に関連する
要因について回答を求めた。 
 
４．研究成果 
目的（１）【子どもたちが各教科に感じる具体的な価値の内容について明らかにすること】に
ついて，面接調査や自由記述の分析より子どもが教科に対して感じる価値を分析した。自由記述
での回答をカテゴリに分けると，算数は計算（出現数: 186），買い物（74），お金の扱い（34），
将来への使用（17）などに，国語は漢字理解（92），人との交流（39），文章の作成（36），言葉



遣い（35），敬語の使用（25）などに，理科は実験的思考（29），災害の理解（21），人とのかか
わり（15），科学者になる（12），生活での知識（11）などに，社会は歴史理解（36），今の理解
（25），人物の理解（24），昔から学ぶ（21），世界の理解（19）などに，英語は外国人とのかか
わり（137），外国とのかかわり（96），英語でのコミュニケーション（34），旅行（27），道を聞
かれたとき（21）などに，それぞれ役立つという回答が得られた。また，理科や社会については
未記入が目立ち有用性を考えることが困難である可能性も示唆された。 
 目的（２）【価値の形成に関わる要因について明らかにすること】について，面接調査におい
ては保護者の接し方が価値の形成に関連しているような発話が得られた。一方で，質問紙調査で
保護者の考え方と子どもの教科への価値について関連を検討したが，特徴的な相関関係はみら
れなかった。また，有用性を考えるような介入（Hulleman & Harackiewicz, 2021）については
効果がみられた。 
 目的（３）【発達段階や教科ごとの違いにも着目して検討すること】について，実践的利用価
値では，英語のみ中学校で高くなる傾向がみられたが，他の教科では学年が上がるにつれて低下
する傾向がみられた。制度的利用価値では，英語では学年が上がるにつれて高くなる傾向がみら
れたが，理科と社会では学年が上がると低下していた。興味では数学と英語を除き学年が上がる
と低下する傾向がみられた（Figure 1）。加えて，教科間の相関係数をみていくと数学―理科のよ
うな距離が近い科目の興味は学年が上がっても一定の相関係数を保っているが，数学―国語の
ような距離が遠い科目では学年が上がると相関係数が低くなる傾向がみられた。しかしながら，
利用価値については相関係数が低下する傾向がみられたが，中学生以降でも中程度の相関係数
を保っていた。 

Figure 1 各教科の価値の得点 
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